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阿漕周辺の自然、歴史、科学を学び楽しむ地域勉強会 

東海村生涯学習課とうかいまるごと博物館事業との共催として、５/２０（日）『阿漕ヶ浦の植生マップを作ろう』、 

５/２７（日）『星空の下 de 語る会』を計画しました。 

 

『阿漕ヶ浦の植生マップを作ろう』  

阿漕ヶ浦を身近に知っていただくため公園フェンスを超え、水位が下がった湖畔を歩いて、カヌーも使い、阿漕ヶ浦ならでは植生

をマップ作りを計画しました。更に昆虫、鳥・動物、水質・水深、湖畔周辺など、阿漕ヶ浦情報をこのマップに重ね記録して行く計画

としましたが、残念ながら雨で湖畔の状況が悪く中止としました。下見時に、嘗て湖畔にあった下図鳥居の基礎を見つけました。 

 

 

 

令和５年度 真砂山 FUN クラブ年次報告書 

 特定非営利活動法人真砂山 FUNクラブは、会員の会費と寄付により運営されております。本報告書は、会員・寄付していただいた方及び

関係者の皆様に、更なるご支援・ご協力をいただくため、令和５年度の活動を取り纏めた報告書です。 

 

真砂山 FUNクラブの目的と特定非営利活動 

東海村村松地区周辺地域活性化計画を推進するため、地域全ての関係者（地域の住人、地域で働く人及び地域関係団体等）を受益対象者

として、地域の財産である歴史、自然、科学に根差した魅力と夢を学ぶ地域勉強会、これを体験・体感する地域交流会等によるまちづくり

推進等の活動を行い、地域魅力が連なる村松地区の実現を目的とする。 

① 村松地区の財産である歴史、自然、科学に根差した魅力と夢を学ぶ地域勉強会、これを体験・体感する地域交流会等によるまちづ

くり推進等の事業 

② 地域関係者間での相互理解・協力及び支援による相互利益を得るための情報共有の事業 

③ 村松地区周辺地域活性化計画の推進のため、東海村・関係機関への協力及び支援事業 

④ 企業・関係機関と連携した地域魅力を活かした事業 

⑤その他、本法人の目的を達成するために必要な事業 
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『星空の下 de 語る会』 

阿漕ヶ浦湖畔で星空の下、たき火して焼き芋を食べ、暖かい飲み物を飲みながら、プロジェクタを用い地域の歴史(村松軌道：生涯

学習課)、自然（自然のみどりを守る会）、最新の科学の調査研究（J-PARC）などの地域の魅力を語り合いました。また入口にはテン

トを設置し、湖畔でのキャンプイメージを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿漕ヶ浦の見える化及び湖畔散策通路の整備 

 阿漕ヶ浦湖畔を地域で利活用できるように、子供たちに人気のおイモの公園 

から阿漕ヶ浦が見える様に、また阿漕公園と湖畔を一体化させ、いこいの場と 

して利活用できるように、遊歩道整備を少数ながら地味に進めています。 

今年は湖水水位が高く、湖畔側は思うように進められませんでした。活動趣旨に 

賛同し、東京など遠方より参加いただいた方もおりました。 
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村松海岸の魅力を知り楽しみ・体験する海岸清掃の実施 

 浜に流れ着いた流木をスカシユリなどの海浜植物保護に活用して、地域で楽しめる海岸へ変えていくことを目標に、地域住民

の皆様のご協力をいただき村松海岸清掃大作戦を実施しました。 

 本活動は、「令和５年度茨城県企業連携型ＮＰＯ活動支援事業」に応募して、茨城県から助成金（１０万円）と茨城トヨペット株

式会社から寄付金（１０万円）をいただき、茨城県茨城港湾事務所了解のもと、令和５年９月から令和６年２月まで毎月１回８：

３０～１０：００（１２月は雨天中止）行いました。 

初めて村松海岸に来たと言う地元の方、東海村ごみゼロ推進室他役場の方々、茨城県の方、茨城トヨペットの方、釣りに来てい

た方や飛び入りのサーファーの方、近くでテトラポッドの工事をされていた方など、延べ２００人の方が参加されました。皆様、広々

とした村松海岸砂浜の魅力を感じておられ、散歩している方から、綺麗になったとお褒めの言葉をいただきました。 

本活動を契機に村松海岸の魅力を、知っていただくことができました。地域で楽しめる海岸を目指して活動を継続したいと

思います。 
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細浦ランドマークとして村有地の利活用の推進 

昨年度に引き続き、細浦周辺の魅力を繋ぐ、ランドマーク的憩いの場となる様に、からし菜栽培を継続しました。昨年度

より発芽は少ない。なお村有地の利活用はできませんでした。    
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照沼海岸清掃活動に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関と連携する活性化事業や経営の調査・検討 

活動の参考とするため、株式会社さかいまちづくり公社を設立し、ふるさと納税、 

道の駅、自動運転バス、グランピングなどの地方創生プロジェクトを進めている境町を 

東海村関係者と共に視察しました。 

また J-PARC進入道路に伴う周辺地域の地域活性化展開など、村松地区地域活性化の 

検討を行いました。 

 

東海村と協定推進。組織・運営、活動 PR 

阿漕ヶ浦周辺の活性化を目的に、東海村と締結されたとパートナーシップ協定の一環として、「阿漕ヶ浦」のいわれを 

記載した看板が阿漕ヶ浦公園内に設置されました。 

  

東海村のスカシユリ/クロマツの増殖等に参加 

東海村のスカシユリ増殖活動に参加しました。また防風林再生を目指した村松晴嵐「クロマツ林」の植樹体験に参加しました。 

 

    

 

公道での自動運転バス定常運転 

 地域活性化の展開には、地域、東海村、原子力機構・J-PARCなど関係機関の皆様との協働が不可欠です。更なる 

ご支援・ご協力をお願いいたします。 

自然のみどりを守る会の JERA火力発電所に隣接する照沼海岸の清掃活動に参加しました。 

 

 

 


